
６ 資料編
ご紹介してきた職場研修事業における
取組で用いた書式を掲載しております。
ぜひご活用ください。

また、支援機関などのパンフレットも
掲載しております。

社内の雇用管理体制づくりや、
連携に活用してみてください。
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資料１）事業主支援①（岡山障害者職業センター）

３４



３５



３６

資料２）事業主支援②（岡山労働局・ハローワーク）



資料３）日誌

３７

コミュニケーションの苦手さがあることに
対し、 「何か困ったら相談して」と促
すよりも、一日の仕事の予定を確認
し、振り返る日誌を用意しました。

職場によっては、担当者がいつも在
席しているとは限らず、キーパーソンを
固定しづらいことから、複数の担当者
が関わることを想定し、「今日の担当
者」の欄を作りました。



３８

記入の負担をできるだけ減らすため、
選択式で答えることができる項目
や記入例を設けました。

定着にむけて「自分の対処や工夫
／受けたサポート」を話題に挙げる
ことが特徴です。



資料４）体調チェック表

３９

過度に集中してしまったり、こまめに休
憩をとるなどのペース配分が苦手な場
合があります。

職場研修事業では、日誌と組み合わ
せて、この体調チェック表をつけていた
だきました。※記入する量が少ない方
がいい場合は、日誌を記入する際に、
体調確認も併せて行っても良いと思
います。（例：疲労感、気分を5段
階で聞き取る）

振り返りミーティングでも、
『疲れをためない工夫』を話題
に挙げ、その職場で認められて
いる休憩方法や休憩場所など
を伝えたり、小休止や気分転
換にもなる作業のはさみ方など
を話し合ったりもしました。



資料５）評価表＜本人用＞

４０

研修最終週に、「まとめ」の機会を持ち
ました。その際に使用したのがこの評価
表です。

定着にむけて「自分の対処や工夫／
受けたサポート」を話題に挙げることが特
徴です。

記入の負担をできるだけ減らすため、選
択式で答えることができる項目や記入
例を設けました。日誌やミーティングで挙
がった内容を転記する形でもOKです。



４１

業務以外のところでストレスを感じ
る場合もあることから、「２．職場
環境や生活面の振り返り」を設けま
した。

例えば、職場に早く着いても、始業
時間までどう過ごせばよいかが分か
らないことが話題に挙がったこともあ
ります。対応として、早く着いてから
の過ごし方について話し合いました。



＜評価表 受入部署用＞

４２

本人の自己評価と受入側の評価との
ズレが生じることもあります。

本人と受入側とで同じ評価表を用い、
ズレがある点について話題に挙げました。

評価のズレを修正することよりも、良い
評価に至った要因である、『自分の対
処や工夫』と、『助かる 周囲のサポー
ト』 を今後も続けていくことを確認する
よう心がけました。

受入部署の評価より自己評価
が高い場合には、評価の背景を
聞き取っていくと、本人の受け止
めとして″困ったことがあっても周
囲の職員さんに質問したり、指示
を繰り返し受けた結果、うまくでき
た“ と捉えていることが分かりまし
た。

受入部署の評価より自己評価が
低い場合には、戦力になっている、
助かっているということを、言葉に出
して伝えることを意識しました。

また、前回の評価表と比較して本
人の自己評価が上がっている項目
を話題に挙げ、本人の努力や工
夫を共有するよう心掛けました。



資料６）業務依頼カード

４３

実際の職場で活用した例として、
「締め切りが急がれるもの」は
赤色、「締め切りに余裕があるも
の」は青色に色分けして、分かり
やすくした実践もあります。

カードをクリップボードに貼っておき、
済んだものは外して小さい箱に入
れるようデスク環境も整えました。

複数の仕事を同時進行したり、
優先順位を考えたりすることの
苦手さや、指示を聞きながらメモ
をとることへの苦手さに対して
作成したものです。

最初は業務を依頼する職員が書
いて渡し、慣れてきたら本人が書
いて職員に確認していくことで、本
人自身が使えるツールにしてもら
いました。



資料７）業務発注チラシと業務依頼書

４４

受入部署のみで業務を捻出する
ことにも限界があることから、本人
がある程度慣れてきた時期からは、
他部署や他課からも業務も請け
負うようにしました。

受注に際しては、受入部署担当
者が窓口を担い、本人の得手不
得手や経験のある作業などの説
明を行いました。



４５

他課として業務を発注する
際に工夫したこととして、最
初は量を少なめに依頼して、
できそうであれば追加の依頼
をするようにしました。また、そ
の都度労いの声をかけるよう
にしました。
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― 謝辞 ―

発達障害のある人を継続雇用する企業・支援機関に対するアンケートにご協力いただいた皆様へ

本調査にあたり、労働・福祉・教育領域の支援機関の皆様、そして、発達障害のある人の就労継続を支え

てくださっている企業のご担当者の皆様には、大変お忙しい中、ご協力をいただきました。

教えていただいた貴重な取組やご意見は、本ハンドブックに掲載させていただくとともに、様々な場面で、発達

障害のある人の就労継続をサポートするポイントとして、報告させていただいております。厚く御礼申し上げます。

岡山県発達障害のある人の職場研修事業に参加してくださった研修生と就労支援機関のご担当者様へ

本事業に参加いただいた研修生の方々は、就労支援機関で一定の期間、就労準備に取り組まれ、その体験

をもとにご自分の特性を整理し、研修経験を経て障害者雇用の場で働くことを目指される方々でした。

慣れない環境下での研修にもかかわらず、最後まで取り組んでいただきました。

就労支援機関で学んだ作業スキルや報告連絡相談を実践され、毎日作業に取り組まれる姿がとても印象的

でした。また、日誌やミーティングで、たくさんの経験や思いを表現してくださったことに心より感謝申し上げます。

研修後の益々のご活躍をお祈り申し上げます。

また、研修生を日々サポートしてくださり、その後も継続的に丁寧な支援を進めていただいた就労支援機関の

ご担当者様にも、厚く御礼申し上げます。

岡山県発達障害者支援ワーキンググループ
（成人期WG）
○ 障害福祉課
○ 教育庁特別支援教育課
○ 労働雇用政策課
○ 健康推進課
○ 岡山障害者職業センター
○ おかやま発達障害者支援センター
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